
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋の都心拠点間を繋ぐ新たな路面公共交通システムとして、SRT（Smart Roadway 

Transit）が令和 8 年 2 月に名古屋駅－栄ルートで開通しました。SRT は、連節バスの巡

回サービスにより都心拠点間の回遊性を向上させるものです。特に、車両のデザインが

特徴的で、車内にまち情報の映像コンテンツが投影され、窓から沿道街路を眺めやすい

よう立ち乗りスペースがデザインされています。停留所も、滞留空間として機能できる

よう街路空間と融合したデザインが取り組まれています。令和 8 年 9 月からは、アジア

大会に向けて名古屋城へのルートが運行され、公共交通と徒歩を繋ぐ回遊空間のデザイ

ンによって、まちの賑わいを広げる効果が期待されます。 

 

【所属機関・連絡先】 

名城大学 理工学部 中村一樹 

 Tel：052－838－2351 E-mail：knaka@meijo-u.ac.jp 

まちづくりトピックス 

 

 

 

（左）SRT が走る名古屋都心部  （右上）SRT 車内のデザイン （右下）SRT 停留所のデザイン 

 

PROFILE 

名城大学 理工学部  中村 一樹 

都心拠点間の回遊空間をデザインする公共交通 


